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全
国
大
会
ま
で
十
日
、
府
連
大
会
ま
で
一
か
月
、
日
中
に 

仲
間
を
た
く
さ
ん
迎
え
よ
う
！ 

 
 

斎
藤 

敏
康 

理
事
長 

仲
間
づ
く
り
推
進
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
五
月
十
日
の
協
会
会
長
・
理
事
長
・

事
務
局
長
連
名
の
呼
び
か
け
文
は
、
ア
メ
リ
カ
が
狙
う
政
治
的
軍
事
的
な
中
国
包
囲
網
の
強
化
に
日
本
が
加

担
す
る
こ
と
は
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
一
層
高
め
、
日
本
を
戦
争
へ
と
導
く
道
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
し

て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
な
「
中
国
脅
威
論
」
を
鼓
吹
す
る
の
で
は
な
く
日
中
の
話
し
合
い
に
よ
る
緊
張
緩
和
こ

そ
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
り
、
協
会
が
市
民
運
動
の
立
場
か
ら
日
中
の
ノ
ー
マ
ル
な
関
係
構
築

の
た
め
に
日
本
の
世
論
を
変
え
る
よ
う
な
大
き
な
声
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
仲
間
づ
く
り
運

動
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
す
。 

全
国
各
地
の
支
部
・
連
合
会
で
積
極
的
な
奮
闘
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
数
字
で
確
認
で
き
る
客
観
的

な
到
達
点
を
見
る
と
現
状
は
ま
だ
、
全
国
で

1100

人
を
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
に
届
い
て
い
な
い
ば
か
り

か
、
七
一
回
大
会
比
か
ら
さ
ら
に550

人
も
後
退
し
て
い
ま
す
。
後
退
を
食
い
止
め
、
現
状
を
維
持
す
る
こ

と
す
ら
難
し
い
と
い
う
状
況
で
す
。 

京
都
府
連
合
会
で
は
四
～
五
月
の
間
に
、
会
員
三
人
減
、
準
会
員
二
人
増
（5/23

現
在
）
と
い
う
後
退
状

況
で
、
ま
だ
本
格
的
な
会
員
増
に
転
じ
る
機
運
を
作
り
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
身
近
な
知
人

友
人
に
府
連
を
語
り
入
会
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

正
会
員
が
難
し
け
れ
ば
、
準
会
員
（
読
者
）
で
も
も
ち
ろ
ん
結
構
で
す
。
ま
た
と
り
あ
え
ず
半
年
・
一
年
会

員
・
準
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
間
に
協
会
・
府
連
の
面
白
さ
を
体
験 

し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
入
会
は
遠
慮
す
る
が
、
協
会
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
カ
ン
パ 

を
す
る
と
い
う
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
年
間
会
員
・
準
会
員
相
当
額
の
（
大
口
） 

カ
ン
パ
を
頂
け
る
仲
間
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
。 

私
た
ち
府
連
の
目
標
は
三
十
人
で
す
が
、
今
の
ま
ま
で
は
全
く
画
餅
に
帰 

す
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
奮
闘
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第 70 回日中友好協会京都府連大会 

★日時：6 月２3 日（日）14:00～17:00（府連大会） 

（13:30～14:00 理事会です。府連大会終了後、懇親会もあります） 

★会場：機関紙会館５階 ※オンライン参加もできます。 
 

府連大会は、全会員に出席を求める「会員大会」です。委任状を含め、 

会員の過半数の出席をもって成立します。準会員は参加し発言する権利が 

ありますが、議決権はありません。議案は、日中友好新聞６月 15 日号と 

いっしょにお届けします。 
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「
長
谷
川
テ
ル
訪
問
記
念
碑
」
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
た

の
が
、
二
〇
二
三
年
四
月
三
〇
日
、
般
若
寺
境
内
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
長
谷
川
暁
子
さ
ん
と
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
あ
れ
か
ら
、
早
や
一
年
経
っ
た
。 

 

一
九
三
二
年
四
月
三
〇
日
、
テ
ル
さ
ん
と
学
友
長
戸
恭
さ

ん
は
般
若
寺
を
訪
れ
、「
抑
圧
的
、
閉
塞
的
な
社
会
の
あ
り
よ

う
と
闘
お
う
」
と
誓
い
合
い
、
反
戦
平
和
の
た
た
か
い
を
は

じ
め
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
学
び
、
社
会
運
動
と
繋
が
り
、
治

安
維
持
法
に
触
れ
る
と
さ
れ
、
奈
良
高
等
師
範
学
校
か
ら
退

学
さ
せ
ら
れ
た
。 

二
〇
一
七
年
五
月
二
六
日
、
顕
彰
の
会
が
結
成
さ
れ
、
六

年
が
か
り
で
碑
建
立
、
全
国
の
長
谷
川
テ
ル
に
想
い
を
寄
せ

た
方
々
の
ご
協
力
、
ご
支
援
と
般
若
寺
様
の
ご
好
意
で
完
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
碑
文
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
私

は
、
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
た
直
後
で
筆
を
持
つ
の
も
苦
労
し
た
記

憶
が
あ
る
。
そ
し
て
一
年
後
、
第
一
回
「
長
谷
川
テ
ル
訪
問

記
念
の
碑
」
碑
前
祭
開
催
。
折
し
も
境
内
は
山
吹
が
咲
き
誇

っ
て
い
た
。 

奈
良
蟻
の
会
合
唱
団
が
「
希
望
の
鳩
ヴ
ェ
ル
ダ
・
マ
ー
ヨ

長
谷
川
テ
ル
の
歌
」
を
合
唱
。「
山
吹
燃
ゆ
る
」
と
命
名
さ
れ

た
碑
の
前
で
、
工
藤
良
任
住
職
が
「
ヤ
マ
ブ
キ
の
寺
」
と
呼

ば
れ
た
由
来
を
語
り
、
全
員
で
献
花
し
た
。 

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、
京
都
で
い
ろ
ん
な
機
会
に
話

し
た
り
、
作
品
化
し
た
も
の
で
、
主
だ
っ
た
も
の
を
あ
げ
て

お
く
。 

     

書
作
品
で
は
、
国
際
蘭
亭
筆
会
書
法
展
／
二
〇
二
三
、
京

都
教
職
員
美
術
展
、
新
美
二
〇
二
四
公
募
展
、
日
本
コ
リ
ア

友
好
美
術
展
、
民
医
連
中
央
病
院
友
の
会
文
化
の
つ
ど
い
な

ど
、「
山
吹
燃
ゆ
る
」
の
こ
と
ば
を
生
か
し
自
作
の
文
章
で
ま

と
め
て
作
品
に
し
た
。
話
す
機
会
や
原
稿
で
は
、
京
都
中
京

母
親
大
会
、
京
都
子
ど
も
を
守
る
会
、
民
医
連
、
京
都
中
・

右
京
健
康
友
の
会
、
新
婦
人
、
日
朝
協
会
、
日
中
友
好
協
会
、

京
都
の
民
主
運
動
史
を
語
る
会
「
燎
原
」
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、

中
国
瀋
陽
東
北
大
学
な
ど
。
と
く
に
昨
年
末
、
コ
ロ
ナ
後
四

年
ぶ
り
で
訪
中
し
た
際
、
ジ
ャ
ム
ス
の
長
谷
川
テ
ル
夫
妻
の

お
墓
を
訪
問
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
寒
波
と
大
雪
で

瀋
陽
の
東
北
大
学
と
ホ
テ
ル
の
往
復
し
か
で
き
な
か
っ
た
。 

             

中
塚
明
先
生
は
、
昨
年
（
二
〇
二
三
年
）
一
〇
月
二
九
日

逝
去
さ
れ
た
。
先
生
と
長
谷
川
暁
子
さ
ん
が
手
を
と
り
合
っ

て
再
会
を
喜
ば
れ
て
い
た
姿
が
目
に
浮
ぶ
。 

京
都
で
は
、
奈
良
を
訪
問
し
よ
う
と
の
話
題
も
出
始
め
て

お
り
、
長
谷
川
テ
ル
の
こ
と
、
碑
の
こ
と
が
よ
り
多
く
の
人
々

に
知
ら
れ
、
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
強
く
望
ん
で
い
る
。
最

近
の
状
況
下
、
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
事
業
の
意
義
は
、
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ

う
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
。
平
和
と
い
の
ち
を
守
る
た

め
に
！ 

 
 
 
 
 
 

（
二
〇
二
四
年
四
月
二
四
日 

記
） 

                

（
注
）
長
谷
川
テ
ル(1

9
1
2
-1

9
4
7
)

は
、
戦
争
中
、
中
国
で
反

戦
運
動
を
し
た
日
本
人
女
性
で
す
が
、
奈
良
女
高
師
（
今
の
奈

良
女
子
大
）
に
在
学
中
、
同
級
生
の
長
戸
恭
と
般
若
寺
を
訪
れ

ま
し
た
。
山
吹
の
花
は
、
そ
の
と
き
の
長
戸
恭
の
思
い
出
に
依

拠
し
て
い
ま
す
。 

長
谷
川
さ
ん
と
私
が
は
っ
き
り
方
針
を
き
め
た
の
は 

 

四
年
生
に
な
っ
た
春
（
昭
和
七
年
）
四
月
三
十
日
の
事 

で
し
た
。
私
は
今
で
も
そ
の
日
の
こ
と
は
は
っ
き
り
覚 

え
て
い
ま
す
。
雨
上
が
り
の
土
曜
日
の
午
後
で
し
た
。 

散
歩
に
い
こ
う
と
手
を
挙
げ
て
廊
下
か
ら
合
図
を
す
る 

彼
女
に
私
も
同
じ
く
手
を
あ
げ
て
答
え
ま
し
た
。
あ
れ 

は
て
た
般
若
寺
の
境
内
は
ひ
っ
そ
り
し
て
い
ま
し
た
。 

八
重
桜
の
ぽ
た
ぽ
た
し
た
花
と
山
吹
の
真
黄
色
な
し
げ 

み
の
中
で
、
私
た
ち
は
一
し
ょ
に
や
ろ
う
と
誓
い
ま
し
た
。 

長
戸
恭
「
奈
良
の
日
々
」（
利
根
光
一
『
増
補
版
テ
ル
の
生
涯
』 

要
文
社
、
一
九
八
〇
年
よ
り
） 

 
 
 
 
 

 

そ
の
あ
と
、
二
人
は
、
労
農
運
動
の
事
務
所
を
訪
ね
た
り
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
話
を
聴
い
た
り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
始

め
た
り
と
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
治
安
維
持
法
違
反
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
、
奈
良
女
高
師
を
追
わ
れ
ま
し
た
。（
西
田
千
津
） 

第
一
回
「
長
谷
川
テ
ル
訪
問
記
念
の
碑
」
碑
前
祭
に
よ
せ
て 

「
碑
文
」
揮
毫
者 

井
口 

和
子
（
湖
山
）  
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中
国
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
日
中
の
関
係
悪
化
で
中
国
の

ビ
ザ
を
取
る
事
は
出
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
り
香
港
か

ら
の
特
別
滞
在
ビ
ザ
で
五
日
間
の
み
深
圳
だ
け
訪
問
す
る
事

が
出
き
ま
し
た
。
深
圳
は
数
年
前
に
訪
れ
た
時
と
比
べ
更
に

大
き
く
発
展
し
て
香
港
を
し
の
ぐ
大
都
市
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
更
に
警
い
た
の
は
六
十
才
以
上
は
地
下
鉄
、
遊
園
地
、

動
物
園
、
シ
ョ
ー
が
す
べ
て
無
料
な
事
で
す
。
物
価
も
香
港

の
半
分
程
度
な
の
で
五
日
間
ホ
テ
ル
と
食
費
以
外
お
金
を
使

う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

                  

残
念
な
事
に
英
語
を
話
す
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
、
日
本

で
使
っ
て
い
る

LlNE

や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
も
使
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
人
は
中
国
語
で
親
し
く
話
し
か
け
て
く
れ
る

の
で
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
ま
し
た
。
町
は

高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
道
路
は
広
く
、
そ
こ
をEV

や
電
動
自

転
車(

外
観
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
す
が
電
動
自
転
車
な
の
で
広

い
歩
道
を
自
由
に
走
っ
て
い
ま
す
）
が
一
杯
走
っ
て
い
ま
す
。

虫
さ
さ
れ
に
な
っ
た
の
で
大
き
な
病
院
に
行
き
ま
し
た
が
、

保
険
証
は
な
く
て
も
医
療
費
は
日
本
の
何
分
の
一
か
の
安
さ

で
し
た
。
日
本
人
の
観
光
客
は
全
く
見
あ
た
ら
ず
、
た
ま
に

韓
国
人
の
観
光
客
を
見
ま
し
た
。
三
十
年
前
は
三
万
人
程
の

村
が
今
は1200

万
人
の
大
都
市
で
す
。
街
は
木
々
が
お
い
し

げ
り
、
花
も
一
杯
稙
え
ら
れ
道
路
は
十
車
線
位
で
日
本
と
は

大
違
い
で
す
。
日
本
は
三
十
年
間
何
も
せ
ず
中
国
や
そ
の
他

の
国
に
お
い
ぬ
か
れ
て
い
く
の
を
目
に
し
て
、
日
本
の
政
治

の
貧
困
を
感
じ
ま
し
た
。
人
々
は
や
さ
し
く
、
電
車
で
は
す

ぐ
に
席
を
立
っ
て
老
人
を
座
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
本
人
よ

り
は
る
か
に
民
度
は
高
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
中
国
の
旅

の
報
告
は
終
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

           

                              

中
国
の
山
旅
（
18
） 

西 

谷 

仁 
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初
め
て
中
国
伝
統
劇
に
触
れ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
、

地
元
・
神
戸
で
の
上
海
京
劇
院
の
若
手
公
演
だ
っ
た
。
武
旦

の
史
敏
（
の
ち
史
依
宏
に
改
名
）
、
丑
の
厳
慶
谷
、
武
生
の
張

帆
（
名
武
生
・
蓋
叫
天
の
孫
）
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
が
ま
だ
十

代
だ
っ
た
頃
で
、
演
目
の
多
く
が
武
戯
（
立
ち
回
り
中
心
の

劇
）
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、『
長
生
殿
』
の

よ
う
な
著
名
な
物
語
を
除
き
、
中
国
語
、
こ
と
伝
統
劇
独
自

の
発
音
や
言
い
回
し
を
聴
き
取
れ
な
い
日
本
の
観
客
に
文
戯

（
歌
唱
中
心
の
劇
）
を
理
解
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
加
え
て
、

梅
蘭
芳
が
最
後
に
来
日
し
た
一
九
五
〇
年
代
に
比
べ
る
と
、

本
邦
で
は
中
国
演
劇
に
対
す
る
興
味
も
知
見
も
薄
れ
、
文
戯

の
妙
味
を
愉
し
め
る
人
間
も
少
な
く
な
っ
た
。
近
年
持
っ
て

く
る
演
目
が
、『
西
遊
記
』
や
『
三
国
演
義
』
の
中
の
武
戯
に

偏
っ
て
い
る
の
も
致
し
方
な
い
。 

と
は
い
え
、
中
国
伝
統
劇
を
専
門
と
し
て
い
て
も
、
文
戯

と
武
戯
と
ど
ち
ら
が
退
屈
し
な
い
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
正
直

に
「
武
戯
」
だ
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
。
文
戯
の
場
合
、
現

地
で
は
多
く
の
劇
場
で
歌
詞
が
字
幕
に
示
さ
れ
る
の
で
、
多

少
見
栄
を
張
っ
て
言
う
と
、
お
お
よ
そ
何
が
書
か
れ
て
い
る

の
か
は
理
解
で
き
る
（
本
当
は
そ
ん
な
も
の
を
見
ず
と
も
、

メ
ジ
ャ
ー
な
演
目
な
ら
す
べ
て
の
歌
詞
が
頭
に
入
っ
て
い
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
）。
た
だ
、
字
幕
を
読
む
こ
と
に
集

中
し
て
し
ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
演
技
へ
の
集
中
が
途
切
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
点
、
一
人
あ
る
い
は
複
数
人
で
武
術
の
型

を
見
せ
た
り
、
武
器
を
持
っ
て
斬
り
合
っ
た
り
と
い
っ
た
身

体
に
よ
る
表
現
を
「
言
語
」
と
す
る
武
戯
で
あ
れ
ば
、
動
線

の
美
し
さ
や
超
人
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
シ
ン
プ
ル
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。 

上
海
京
劇
院
の
若
手
俳
優
た
ち
に
よ
る
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
で

の
び
や
か
な
身
の
こ
な
し
や
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
立
ち

回
り
に
、
当
時
の
筆
者
が
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
間
違

い
な
い
。
わ
り
あ
い
前
の
方
の
座
席
だ
っ
た
こ
と
も
興
奮
に

拍
車
を
か
け
、
終
演
後
も
余
韻
に
浸
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
た
だ
、
本
エ
ッ
セ
イ
の
第
一
回
に
書
い
た
よ
う
に
、

こ
の
観
劇
経
験
が
、
伝
統
劇
研
究
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
中
国
文
化
に
関
わ
る
一
つ

の
経
験
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
思
い
返
す
に
、
そ
の
複
雑

な
味
わ
い
を
堪
能
す
る
に
は
、
中
国
語
力
の
向
上
や
中
国
文

化
へ
の
知
識
の
獲
得
と
同
時
に
、
中
国
に
お
い
て
伝
統
劇
が

置
か
れ
て
き
た
社
会
的
・
時
代
的
背
景
へ
の
理
解
が
不
可
欠

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

実
際
、
崑
曲
の
よ
う
に
高
度
な
文
辞
で
綴
ら
れ
た
文
戯
を

観
る
と
き
は
、
自
身
の
レ
セ
プ
タ
ー
を
目
い
っ
ぱ
い
使
っ
て

内
容
の
理
解
に
努
め
る
。
終
演
後
、
疲
労
感
を
覚
え
る
こ
と

も
あ
る
が
、
そ
の
感
覚
は
心
地
よ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

         

（
ふ
じ
の 

な
お
こ
・
関
西
学
院
大
学
教
授
） 

第
五
十
六
回
学
習
・
交
流
会
の
報
告(

５
／

16
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
化
大
革
命
の
国
際
的
背
景
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を

中
心
に
報
告
す
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
（
一
九
五
四
年
）
以

降
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
に
は
南
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
線

が
結
成
さ
れ
、
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
政
権
に
対
す
る
武
力
闘

争
が
強
化
さ
れ
た
。 

ア
メ
リ
カ
は
一
九
六
四
年
八
月
、
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
（
謀

略
）
を
口
実
に
、
一
九
六
五
年
に
大
規
模
な
北
爆
を
開
始
。

ソ
連
の
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
は
、
中
国
に
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
軍

事
援
助
の
協
力
を
求
め
た
。 

同
年
六
月
か
ら
中
国
軍
は
北
ベ
ト
ナ
ム
に
「
中
国
後
勤
部

隊
」
の
派
兵
を
始
め
た
。
一
九
七
〇
年
ま
で
に
延
べ
三
二
万

人
、
最
大
時
で
年
十
七
万
人
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
さ
れ
、

防
空
作
戦
や
防
御
施
設
・
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
修
築
に
従
事

し
た
。
そ
の
後
一
九
七
二
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
、
中
国
軍

は
海
上
封
鎖
に
対
抗
し
た
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
水
雷
除
去
作
戦

も
援
助
し
て
お
り
、
一
連
の
軍
事
協
力
を
通
じ1100

人
以
上

の
死
者
と4300

人
の
負
傷
者
を
出
し
た
。 

米
ソ
と
同
時
に
武
力
対
立
に
陥
る
危
険
性
を
、
当
時
の
中

国
共
産
党
指
導
部
は
真
剣
に
憂
慮
し
て
い
た
。
毛
沢
東
の
心

中
に
は
、
中
国
共
産
党
の
内
外
に
い
る
「
資
本
主
義
へ
の
道

を
歩
む
修
正
主
義
者
」
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
文
化
大
革
命
期
の
論
理
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。 

（
田
中
康
男
） 

次
回
は
六
月
二
十
日
（
木
） 

午
後
一
時
半
～
府
連
事
務
所
で
。 

テ
キ
ス
ト
の1

5
2

頁
、「
文
化 

大
革
命
の
展
開
過
程
」
か
ら
始 

め
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽 

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

≪
中
国
伝
統
劇
つ
れ
づ
れ≫

 

第
十
三
回 

文
戯
と
武
戯  藤 

野  

真 

子 

 

史敏主演の『火鳳凰』

ビデオ CD 
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前
回
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、

台
湾
で
隔
離
さ
れ
、
台
湾
内
で
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

居
留
ビ
ザ
の
取
得
も
大
幅
に
遅
れ
、
そ
れ
が
原
因
で
外
国
人

登
録
証
が
作
成
で
き
ず
、
そ
の
た
め
銀
行
口
座
が
作
れ
な
い

た
め
、
台
湾
政
府
招
聘
の
研
究
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

報
酬
も
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
居
留
ビ
ザ
取
得
の
た
め
の
健
康
診
断
の
予
約
を

し
て
か
ら
約
一
か
月
が
経
ち
、
つ
い
に
健
康
診
断
の
日
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
筆
者
の
日
記
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
二
〇
二

二
年
五
月
三
日
の
こ
と
で
す
。
台
湾
に
入
境
し
た
の
が
同
年

三
月
十
八
日
、
自
宅
隔
離
も
解
除
に
な
っ
た
の
が
同
年
四
月

五
日
、
健
康
診
断
の
予
約
を
し
た
の
が
四
月
七
日
で
す
か
ら

随
分
と
待
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
健
康
診
断
は
、
朝
一
番
の
時
間
で
の
予
約
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
万
が
一
に
も
寝
過
ご
し
た
り
遅
刻
し
た

ら
、
ま
た
予
約
の
取
り
直
し
で
一
か
月
待
た
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
前
の
日
は
筆
者
と
し
て
は
か
な

り
早
い
時
間
に
寝
て
準
備
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
お
陰
も
あ
っ
て
か
遅
刻
す
る
こ
と
も
な
く
病
院
に
行

き
、
身
長
、
体
重
、
視
力
、
聴
力
、
血
液
検
査
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
な
ど
な
ど
の
検
査
を
行
い
、
つ
つ
が
な
く
ビ
ザ
用
の
健
康

診
断
は
終
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
結
果
を
、
五
月
三
十
一

日
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
か

の
健
康
診
断
を
し
て
か
ら
そ
の
結
果
を
受
け
取
る
ま
で
に
も

ま
た
約
一
か
月
か
か
る
と
い
う
の
で
す
。
筆
者
は
も
う
少
し

早
く
で
き
な
い
か
と
聞
き
ま
し
た
が
、
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
、
仕
方
な
く
五
月
三
十
一
日
に
健
康
診
断
結
果
を
受
け
取

る
こ
と
に
承
諾
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
の
生
活
は
、
ま
だ
研
究
員
と
し
て
の
報
酬
が
受

け
取
れ
な
い
の
で
、
質
素
な
も
の
で
し
た
。
受
け
入
れ
て
く

れ
て
い
る
大
学
に
行
っ
た
り
、
台
湾
の
国
立
図
書
館
に
行
っ

た
り
、
下
宿
で
論
文
を
書
い
た
り
な
ど
を
し
て
約
一
か
月
ま

た
経
過
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
五
月
三
十
一
日
に
な
り
、
朝
一
番
で
ま
た
病
院

に
行
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
念
願
の
ビ
ザ
用
健
康
診
断
結

果
を
手
に
入
れ
、
そ
の
足
で
そ
の
ま
ま
ビ
ザ
セ
ン
タ
ー
に
向

か
い
ま
し
た
。（
続
く
） 

              

（20
22

年
台
湾
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
採
択
者
・（
元
）
台
湾
・

淡
江
大
学 

日
本
政
経
研
究
所 

訪
問
研
究
員
（2022

年
）
／

「
高
橋
孝
治 

中
国
」
で
ウ
ェ
ブ
を
検
索
！
） 

 

   

中
国
百
科
検
定
が
始
ま
っ
た
と
き
に
入
門
を
受
け
た
。
そ

れ
以
降
は
何
や
か
や
屁
理
屈
を
つ
け
て
受
験
し
な
か
っ
た
が
、

心
の
し
な
や
か
さ
を
保
つ
に
は
学
ぶ
こ
と
（
頭
の
体
操
）
が

一
番
と
悟
る
所
が
あ
っ
て
、
ま
た
百
科
検
定
に
戻
る
こ
と
に

し
た
。
一
昨
年
３
級
、
昨
年
は
２
級
を
受
け
、
今
年
は
１
級

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
う
。 

私
の
受
験
対
策
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
だ
。
手
許
に
は
協

会
の
編
集
に
な
る
『
中
国
百
科
検
定
問
題
集
』
一
冊
だ
け
。

第
１
部
・
地
理
、
第
２
部
・
政
治
経
済
、
第
３
部
・
歴
史
、

第
４
部
・
文
化
芸
術
風
俗
習
慣
の
四
部
の
下
に
世
界
遺
産
、

政
治
と
法
、
近
現
代
史
、
食
文
化
な
ど13

項
目
が
置
か
れ
、

項
目
ご
と
に
三
級
、
二
級
、
一
級
の
問
題
が
そ
れ
ぞ
れ15

問

ず
つ
並
ぶ
。
例
え
ば
三
級
（
も
の
し
り
コ
ー
ス
）
な
ら
一
項

目
に15

問
、13

項
目
で
合
わ
せ
て195

問
の
問
題
が
出
題

さ
れ
て
い
る
。195

問
は
結
構
大
変
だ
と
思
う
人
も
お
ら
れ

る
と
思
う
が
、
実
際
の
検
定
試
験
は
、
ほ
ぼ
（
た
ぶ
ん90

％

は
）
こ
の195

問
か
ら60

問
が
出
題
さ
れ
る
。
だ
か
ら195

問
の
回
答
を
覚
え
て
し
ま
え
ば
ま
ず
合
格
は
確
実
で
あ
る
。 

私
の
場
合
は
、
最
初
一
通
り195

問
を
や
っ
て
み
て
、
出

来
た
問
い
と
で
き
な
か
っ
た
問
い
を
確
認
す
る
。
次
に
も
う

一
度195

問
を
回
答
し
、2

回
目
も
で
き
な
か
っ
た
問
題
を

確
認
す
る
。
こ
れ
で
大
体195

問
の
回
答
を
頭
に
入
れ
ら
れ

る
。
こ
れ
だ
け
で
も
合
格
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
う

が
、
こ
れ
で
は
一
夜
漬
け
の
受
験
勉
強
と
同
じ
で
味
気
な
い
。 

そ
こ
で
私
は
、
一
問
四
択
の
選
択
肢
を
調
べ
る
。
例
え
ば

「
梁
山
泊
を
ア
ジ
ト
と
し
た108

人
の
豪
傑
の
物
語
は
？
」

と
い
う
問
い
の
下
に
➀
『
拍
案
驚
奇
』
➁
『
金
瓶
梅
』
③
『
水

コ
ロ
ナ
禍
の
台
湾
研
究
活
動
道
中
記
（
第
26
回
） 

ビ
ザ
切
り
替
え
手
続
き
（
そ
の
４
） 

  
  

 

高
橋 

孝
治 

 

 

健康診断のために行っ
た病院の隣にあった寺
院（病院そのものの写
真は今年 4 月号（本連
載第 24 回）で既に病院
の写真は皆さまに伝え
ていますので、今回は
病院ではなく、近くに
あった寺院の写真をお
楽しみください） 

中
国
百
科
検
定
試
験―

私
の
攻
略
法―

 

斎
藤 

敏
康 
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滸
伝
』
④
『
儒
林
外
史
』
の
四
つ
の
選
択
肢
が
並
ん
で
い
る
。

答
え
は
③
『
水
滸
伝
』
だ
と
見
当
は
つ
く
が
、
『
拍
案
驚
奇
』

や
『
儒
林
外
史
』
は
ど
ん
な
書
物
だ
ろ
う
か
と
調
べ
る
の
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
や
る
と

知
識
の
幅
が
相
当
広
が
る
だ
け
で
な
く
、
出
題
者
の
意
図
、

狙
い
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
て
楽
し
い
。
さ
ら
に
言
う

と
、「
問
題
」
と
し
て
筋
が
い
い
か
そ
う
で
な
い
か
も
判
じ
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
楽
し
い
。
よ
い
問

題
は
出
題
者
の
意
図
が
明
確
に
通
っ
て
い
て
、
美
し
い
。 

検
定
で
得
た
個
々
の
知
識
が
、
よ
り
広
い
分
野
や
範
疇
の

中
で
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
非

常
に
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
分
野
別
の
概
説
書
を
読
む
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
「
三
国
時
代
の
魏
か
ら
隋
唐
に
か
け
て

行
わ
れ
た
官
吏
登
用
制
度
」
が
「
科
挙
」
で
あ
る
と
わ
か
っ

て
も
、
科
挙
の
歴
史
的
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
中
国
の

官
僚
制
度
や
官
吏
登
用
制
度
の
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
概
説
書
を
何
冊
も
読
む
の
は
ど
う
も
と
い
う
人
に
は
、

と
り
あ
え
ず
『
増
補
改
訂
版 

中
国
百
科
』
を
お
勧
め
し
た
い
。

試
験
問
題
に
対
応
し
た
四
部
十
三
項
目
に
つ
い
て
よ
り
詳
し

い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
て
ま
と
ま
っ
た
知
識
の
整
理
に
も
、

ま
た
検
定
対
策
と
し
て
も
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
。 

次
回
、
百
科
検
定
沙
龍
（
サ
ロ
ン
）
は
、
六
月
十
五
日

（
土
）1

2
:3

0

～1
4
:0

0

日
中
京
都
府
連
合
会
事
務
所 

 书
呆
子 

（
中
国
語
で
「
本
の
虫
」
と
い
う
意
味
） 

「
流
浪
地
球
」
劉 

慈
欣
著
、
大
森 

望
・
古
市 

雅
子
訳
、

角
川
文
庫
、
文
庫
版
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
五
日
刊
、30

5
P
 

劉
氏
の
二
冊
目
を
読
了
。
第
五
四
回
星
雲
賞
受
賞
の
短
編

六
編
。
表
の
帯
：
日
本
小
説
家
陣
強
力
推
薦
と
あ
り
ま
す
。

筒
井
康
隆
・
石
田
衣
良
・
恩
田
陸
・
小
川
哲
さ
ん
と
続
き
ま
す
。 

訳
者
あ
と
が
き
：（
大
森
望
さ
ん
）１
、
今
か
ら
四
百
年
後
、

太
陽
が
大
爆
発
を
起
こ
し
地
球
は
滅
亡
す
る
。…

…

そ
ん
な

予
測
が
発
表
さ
れ
る
。
生
き
延
び
る
に
は
太
陽
系
を
脱
出
す

る
し
か
な
い
。
だ
が
、
人
類
全
員
を
乗
せ
ら
れ
る
だ
け
の
宇

宙
船
を
建
造
す
る
こ
と
は
不
可
能
。
そ
こ
で
人
類
は
、
一
万

基
以
上
の
巨
大
な
地
球
エ
ン
ジ
ン
を
地
上
に
建
設
し
、
地
球

そ
の
も
の
を
宇
宙
船
と
し
て
、
は
る
か
４
・
３
光
年
の
彼
方

へ
旅
立
つ
こ
と
を
決
意
す
る…

…

。
２
、
ミ
ク
ロ
紀
元
：
宇

宙
に
新
天
地
を
探
し
求
め
る
旅
に
出
た
主
人
公
が
、
変
わ
り

果
て
た
地
球
に
帰
還
す
る
物
語
。
３
、
呑
食
者
：
恐
竜
の
よ

う
な
姿
を
し
た
食
欲
旺
盛
な
侵
略
者
が
太
陽
系
に
飛
来
し
、

地
球
文
明
が
家
畜
化
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
。
４
、
呪
い
５
・

０
：
現
代
の
太
原
市
を
舞
台
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
ふ
る
う
ド
タ
バ
タ
破
滅SF

コ
メ
デ
ィ
。
５
、
中
国

太
陽
：
希
望
に
満
ち
た
宇
宙
開
発
の
夢
が
高
ら
か
に
謳
い
あ

げ
ら
れ
る
。
６
、
山
：
大
海
原
に
突
如
出
現
し
た
高
度
一
万

メ
ー
ト
ル
の
山
の
て
っ
ぺ
ん
で
元
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
が
思
い
が

け
な
い
遭
遇
を
果
た
す
。
こ
の
「
流
浪
地
球
」
が
宇
宙
編
な

ら
「
老
神
介
護
」
は
地
球
編
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
と

あ
り
ま
す
。
次
は
「
老
神
介
護
」
の
推
薦
を
し
た
い
！ 

池
澤
夏
樹
氏
の
書
評
の
引
用
（
二
〇
二
二
年
十
月
八
日
、

毎
日
新
聞
）
劉
慈
欣
は
技
が
大
き
い
。
柔
道
で
言
え
ば
、
大

外
刈
り
、
一
本
背
負
い
、
巴
投
げ
な
ど
を
次
々
に
繰
り
出
す
。 

決
し
て
寝
技
に
持
ち
込
ま
な
い
。…

…

「
流
浪
地
球
」
で
描

か
れ
る
世
界
規
模
の
危
機
に
対
し
人
類
は
ど
う
ふ
る
ま
う
か
。

今
に
重
ね
れ
ば
事
態
は
温
暖
化
に
似
て
い
る
。
当
然
な
が
ら 

理
と
利
に
沿
っ
て
議
論
百
出
。
首
脳
部
が
立
て
た
方
針
に
民

衆
は
反
発
す
る
。
こ
の
構
図
ど
こ
か
懐
か
し
い
。SF

初
期
の

ア
メ
リ
カ
の
巨
人
た
ち
、
Ｒ
・
ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
や
Ｉ
・
ア
シ

モ
フ
、
Ａ
・
Ｃ
ク
ラ
ッ
ク
に
似
て
い
る
の
だ
。
科
学
と
文
明

が
出
会
う
と
き
に
何
が
起
こ
る
か
、
そ
う
い
う
問
い
を
未
来

に
投
射
す
る
。
つ
ま
り
劉
慈
欣
はSF

の
王
道
を
行
っ
て
い
る
の
だ
。 

    

京
都
市
会
の
代
表
団
と
し
て
台
湾
・
台
南
市
へ
訪
問
し
た

の
は
今
年
の
二
月
二
三
日
～
二
五
日
。
冬
と
は
い
え
最
高
気

温
は
29
℃
と
い
う
暑
さ
。
日
本
の
植
民
地
支
配
時
代
よ
り
残

存
す
る
都
市
計
画
に
よ
り
、
通
り
に
面
す
る
建
物
の
一
階
部

分
に
は
通
路
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
統
一

感
の
あ
る
独
特
の
景
観
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
通
路
は
「
庇
」

の
ご
と
く
、
昼
間
の
強
い
陽
射
し
か
ら
歩
行
者
を
守
っ
て
く

れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
砲
撃
跡
を
保
存
し
観
光
資

源
に
し
た
り
、
植
民
地
時
代
の
警
察
署
を
美
術
館
に
し
た
り
、

旧
農
業
試
験
場
跡
を
文
化
・
交
流
施
設
と
し
て
活
用
し
た
り
、

重
層
的
に
歴
史
を
楽
し
め
る
仕
掛
け
が
各
地
に
。
こ
の
二
十

年
間
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
財
保
護
政
策
を
取
り
入
れ
、

「
古
跡
」(

日
本
で
い
う
重
要
文
化
財)

指
定
に
よ
り
積
極
的

に
旧
跡
を
保
存
・
復
元
す
る
試
み
が
普
及
し
、
ま
す
ま
す
台

湾
の
ま
ち
の
魅
力
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
台
南
市
議
会
の
ト
ッ
プ
は
女
性
で
あ
り
、
議
員
の

半
分
以
上
が
女
性
。
ま
た
、
旅
行
同
業
組
合
で
も
重
要
ポ
ス

ト
を
女
性
が
占
め
、
意
見
交
換
で
も
女
性
が
の
び
の
び
発
言
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
地
方
議
会
に
も
、
経
済
界
に
も
し
っ
か

り
根
付
い
て
い
ま
し
た
。 

今
回
、
日
中
友
好
協 

会
に
お
い
て
台
南
訪
問 

の
報
告
を
さ
せ
て
い
た 

だ
く
機
会
を
い
た
だ
い 

た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

※
五
月
十
二
日
に
お
話 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

台南市議と懇談する 

とがし市議 

京
都
市
会
代
表
団
と
し
て
台
南
市
に
訪
問
し

て
学
ん
だ
こ
と 

 京
都
市
会
議
員 

と
が
し
豊 
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四
月
の
終
わ
り
に
友
人
と
一
緒
に
重
慶
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
向
こ
う
の
友
人
に
歓
待
し
て
い
た
だ
き
、
思
い
出
深
い

旅
に
な
り
ま
し
た
が
、
準
備
か
ら
帰
国
ま
で
結
構
た
い
へ
ん

な
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

日
本
人
は
ノ
ー
ビ
ザ
だ
っ
た
中
国
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
以
降
、

ビ
ザ
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
見
て
も
、
ビ
ザ
を

取
る
の
に
何
時
間
も
待
ち
続
け
た
と
い
う
体
験
談
が
載
っ
て

い
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
が
発
達
し
て
現
金
が
使
え
な

い
と
い
う
噂
も
き
き
ま
す
。「
中
国
変
わ
っ
た
な
～
」
で
も
、

中
国
行
き
た
い
。
そ
ん
な
忸
怩
た
る
思
い
で
い
る
と
き
、
石

橋
美
紀
さ
ん
の
上
海
、
蘇
州
、
杭
州
の
旅
の
府
連
版
の
記
事

を
読
み
、「
行
く
気
に
な
れ
ば
行
け
る
！
」
と
勇
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
間
に
パ
ス
ポ
ー
ト
も
切
れ
て
い
ま
し

た
し
、
「
ま
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
し
て
こ
よ
う
か
な
～
で
も
、

仕
事
休
む
の
や
や
こ
し
い
な
～
」
と
、
や
は
り
一
歩
が
踏
み

出
せ
ず
に
ダ
ラ
ダ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
春
節
に
な

り
、
重
慶
の
友
人
の
趙
徳
智
さ
ん
が
、
微
信
（
中
国
のLINE

）

に
「
春
節
お
め
で
と
う
」
動
画
を
送
っ
て
く
れ
、「
ご
家
族
と

重
慶
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
四
月
末
ぐ
ら
い
行
き
た
い
で
す
」
と

返
信
し
て
み
た
ら
、「
歓
迎
し
ま
す
」
と
大
喜
び
の
返
信
が
あ

っ
た
の
で
、
こ
れ
は
絶
対
行
か
な
く
て
は
！
と
私
も
感
激
し
、

行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

こ
の
趙
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
昨
年
四
月
三
十
日
の
長
谷

川
テ
ル
記
念
碑
除
幕
式
で
し
た
。
趙
さ
ん
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ

ス
ト
で
、
お
連
れ
合
い
と
お
姉
さ
ん
と
三
人
で
除
幕
式
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
奈
良
で
趙
さ
ん
一
行
を
案

内
し
、
そ
の
時
は
、
中
国
旅
行
は
す
ぐ
ノ
ー
ビ
ザ
に
な
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
て
、「
次
は
私
た
ち
が
重
慶
に
行
く
」
と
、

趙
さ
ん
と
約
束
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
今
回
、
い
ざ

行
く
と
な
る
と
、
趙
さ
ん
は
、
み
ん
な
で
来
て
ほ
し
い
と
い

い
、
私
は
、
み
な
さ
ん
に
連
絡
と
っ
た
結
果
、
急
な
話
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
奈
良
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
竹
森
さ
ん
が
参
加

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
私
の
友
人
の
岩

田
朝
子
さ
ん
も
一
緒
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
苦
労
の
末
、
三
人
と
も
、
奇
跡
の
よ
う
に(

笑)

観

光
ビ
ザ
を
と
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

い
ろ
い
ろ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
事
件
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
ひ
と
つ
を
書
き
ま
す
。
私
た
ち
の
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
は
街

の
中
心
部
で
、
一
泊
四
千
円
ぐ
ら
い
。
安
い
の
に
新
し
く
て

清
潔
で
、
バ
ス
タ
ブ
ま
で
つ
い
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
新

し
す
ぎ
て
、
電
気
を
つ
け
た
り
消
し
た
り
は
、
Ａ
Ｉ
の
愛
ち

ゃ
ん
に
「
小
爱
同
学
关
灯
（
あ
い
ち
ゃ
ん
、
電
気
消
し
て
）」

と
中
国
語
で
頼
ま
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。 

こ
の
愛
ち
ゃ
ん
、
最
初
は
、
問
題
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

夜
中
に
ト
イ
レ
行
こ
う
と
電
気
を
つ
け
た
と
き
、
消
そ
う
と

し
て
呼
び
か
け
て
も
、
私
の
発
音
が
悪
い
の
か
、
ガ
ン
無
視
！

電
気
は
一
晩
中
つ
け
っ
ぱ
な
し
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
悔
し
く
て
、
岩
田
さ
ん
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
小
声

で
何
回
も
何
回
も
発
音
練
習
し
、「
小
爱
同
学
」
と
呼
び
か
け

続
け
た
の
で
す
が…

だ
め
で
し
た
。
と
り
あ
え
ず
寝
て
、
夜

が
明
け
て
か
ら
も
う
一
回
言
っ
て
み
た
ら
、「
在
（
い
ま
す
）」

と
返
事
し
て
く
れ
、
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
私
の
発

音
に
慣
れ
た
の
か
、
い
つ
も
返
事
し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

私
は
、
「
灯
」
の
声
調
を
間
違
え
て
覚
え
て
い
て
、「
わ
か
り

ま
せ
ん
。
普
通
話
を
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
愛
ち
ゃ
ん
に
怒

ら
れ
、
辞
書
で
調
べ
直
し
て
、
三
声
で
は
な
く
一
声
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

         

こ
の
写
真
は
、
解
放
碑
の
前
で
撮
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で

す
（
左
端
が
趙
さ
ん
）。
そ
の
ほ
か
、
戦
時
中
の
重
慶
爆
撃
の

被
害
者
と
お
会
い
で
き
た
し
、
長
谷
川
テ
ル
ゆ
か
り
の
場
所

も
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
話
を
、
機
会
が

あ
れ
ば
少
し
ず
つ
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
六
月
十
六
日
（
日
）
に
、
宇
治
支
部
で
、
重
慶
旅

行
の
お
話
を
し
ま
す
の
で
、
よ
か
っ
た
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
で
き
ま
す
。（
八
頁
み
て
く
だ
さ
い
） 

          
今後の予定 

・6/5（水）13:30～15:30 高齢者大学

キム・スヒョン「韓国映画産業と文

化政策」長浜バイオ大京都 C 

・6/8、6/9 全国大会  

・6/15(土)12:30～14:00 百科検定沙龍 

・6/16 (日) 10:00～12:00 宇治支部 

西田千津「重慶旅行の話」 

・6/20（木）13:30～学習・交流会 

・6/23（日）14:00～16:00 京都府連大 

会 機関紙会館 

・6/29（土）13:30～16:30 左京支部・

ことばの学び舎「日本語学校の今」

宮﨑いずみ ハートピア京都 

・7/29～8/3 平和のための京都の戦争

展 立命大平和ミュージアム 

わ
た
し
と
中
国 

５ 
 

 
 

 
 

西
田 

千
津 

 
 

愛
ち
ゃ
ん
電
気
消
し
て 
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